
再生可能エネルギー事業への取り組み

－岡山県西粟倉村での事例紹介－
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西粟倉村産業観光課長 上山 隆浩



・人口は、１,５０５人／５８６世
帯
高齢化率35%（H28.3）
・面積は、５７.９３ｋ㎡
内95%が森林が占める。
そのうち85%が人工林
・標高は、２６３ｍ～１,２８０ｍ
・気候は、年間平均気温１１度
年間平均降水量約２,０００ｍｍ
・予算は、平成２７年度一般会計
予
算 約２０.５億円
・交通は、智頭急行線（第三セ
ク）・鳥取自動車道により関西へ
アクセス充実。

西粟倉村概要
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水力
1kw

水力
1.3kw水力

290kw

水力
5kw

薪ﾎﾞｲﾗ
75kw

薪ﾎﾞｲﾗ
340kw

木の駅P
400t/年

太陽光
49kw

太陽光
20kw

地域熱供給
約400kw

EV普及
公用車6台
急速充電3ヶ所

家庭の再エネ省
エネEV普及
公用車6台
急速充電3ヶ所
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太陽光
20kw

太陽光
15kw

薪ﾎﾞｲﾗ
170kw

水力
200kw
計画中



流 域 面 積 １８５０㌶

使 用 水 量 ０．５５m3/sec

吉 野 川 ０．４０６m3/sec

大海里川 ０．１４４m3/sec

有 効 落 差 ６８．９ｍ

発電出力最大 ２９０ＫＷ

年間発電量２，５４０，０００ｋｗｈ

西粟倉水力発電所「めぐみ」
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地域の課題解決

・観光事業

・高齢者対策

・安全・安心

・住みやすさ

・定住促進

他の再生可能
エネルギー

水力発電

新たな再生エネルギー導入の起爆剤とする。

１．最大発電量の増
２８０ｋｗ⇒ ２９０ｋｗ

２．売電収入の増
１６，０００千円⇒７２，０００千円
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影石水力発電所
地域用水環境整備事業（農林水産省）

使 用 水 量 ０．０８m3/sec

影石谷川（普通河川）

有 効 落 差 １３．２ｍ

発電出力最大 ５ＫＷ

年間発電量 ４２，０００ｋｗｈ

災害時の目的
電力供給

電力・物資

避難所

通常時の目的
売電
再生可能エネルギー普及啓発



取水予定地点
標高６８９ｍ

ヘッドタンク予定地点

発電所予定地点
５５２ｍ

１，９００ｍ
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発電所計画地点付近取水計画地点

流量調査実施
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太陽の利用(太陽光発電など）

NPO岡山エネ
ルギーの未来
を考える会

西粟倉村

西粟倉村民
金融機関
トマト銀行

中国電力

全量売電 売電収入

融資 10，000千円

返済

建設協力金28人4，900千円

元本＋金利

無償使用許可 ・災害時非常電源
・環境教育

2014年3月稼働 48.6kw（年間予想発電量50，000kwh）」
事業費15，600千円

村の今後の導入
予定箇所3箇所及
び屋根貸し3箇所
のテストケース

・環境や再生可
能エネルギーへ
の関心の拡大 岡山県

支援

ABL（ｱｾｯﾄ・ﾍﾞｰｽﾄﾞ・ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）
取組＋公民連携（PPP）

道の駅他３箇所に太陽光パネル（55Kwh）＋
蓄電池（62Kw）を整備

にしあわくらおひさま発電所スキーム

結果
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「百年の森林構想」とは

10
あと50年管理をつづけ、美しい百年の森林に
囲まれた上質な田舎をつくろう！



「長期施業管理に関する契約」
森林を預かって管理・整備
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施業委託者

森林所有者

施業受託者

美作東備
森林組合

施業受託者兼
再委任者

西粟倉村

森林管理を委託

森林整備を委託

適切に手入れのされた
森林をお返し

長期施業管理
委託に関する
契約
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「西粟倉村長期施業管理に関する契約」

¢ 森林所有者、村、森林組合の三者で締結、村が森林を預かり、施業は森林
組合が行う。

¢ 契約期間は１０年間で、更新を行う。

¢ 村が策定した「森林経営計画」に基づいて、保育、造林、間伐、作業道の
整備等を行う。

¢ 所有者は山林内の木の実や山菜などを採ることはできますが、立木の伐採、
処分には事前に村の承諾が必要になります。また、権利を譲渡移転する場
合もこの契約が継続されます。

¢ 森林所有者の皆様の費用負担はありません。施業に係る費用は村が負担
します。木材を販売し、販売に係る手数料等を賄った後の収益は村１／２、
所有者１／２で分配します。

¢ 対象となる森林は自動的にＦＳＣグループ認証に加入し、付加価値を付け
ます。費用は村が負担します。

¢ 森林国営保険に加入します。利益が出た場合はそこから支払い、利益で賄
えない場合は村が負担します。

¢ 管理契約と併せてフォレストック認定の同意をお願いします。ＣＯ２の販売
収益は施業に係る費用や再生エネルギー事業の費用に充てられます。



村全体がチームとして発展していくためのビジョンやコンセプトを文書化し、
「百年の森林構想」として発信することを始めた。

リスク

リスク

リスク
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長期施業管理に関する契約
¢平成26年度

217筆
127ha(88人)

¢ 平成26年度累計
2,550筆

1,210ha (590
人)

14

村管理の森林管理面積の拡大

契約目標私有林･･約3,000ha

u平成27年12月現在
１，３０６ha(660人）



“西粟倉流”間伐材のカスケード利用体制
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合板・集成材等
大手製材工場

森の学校
山土場

C材
B材

A・B材原木市場

森林組合土場

A材（一部）

C材

木質バイオマス利用
温泉３施設、地域熱供給システム

約５，０００㎥

持続可能な木質バイオマスの熱利用

A・B材

B材
C材

約２，０００㎥

約３，０００㎥
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（株）西粟倉・森の学校
2009年10月 起業
（株）トビムシの子会社として、村の木材の6次産業化と
地域へ移住・起業支援事業を主な事業とした。

ローカルベンチャー育成への取り組み
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ニシアワー製造所
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（株）木の里工房木薫
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ローカルベンチャーの誕生

2006年7月 起業
西粟倉森林組合の合併に伴い
若い職員が独立。
木材加工事業をスタート



木工房ようび
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2009年1月起業
「西粟倉村・百年の森林構想」に出会い、

そのプロジェクトの可能性に自分の未来をか
けようと考えたという大島さん。



木質バイオマス（薪ボイラー）による熱供給利用

平成27年11月11日 静岡駿府ライオンズクラブ

岡山県西粟倉村に拠点を持ち、

バイオマスエネルギーを中心とした再生可
能エネルギーの活用を促進するための

コーディネート、実践等を行うコンサルティ
ング会社。
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２０１５．２．１５稼働
KOB社（オーストリア製）薪ボイ
ラー（１７０ｋｗ） ２基
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湯～とぴあ黄金泉
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２０１５．１２月稼働
アーク社ガシファイアー
（日本製）薪ボイラー
（７５ｋｗ） １基



西粟倉住民
東粟倉住民

店舗

温泉施設３箇所
薪供給・ボイラー管理

西粟倉版木の駅プロジェクト
（オニ搬プロジェクト）の始動

計量(５００円／ｔ）

原木代金（６，０００円／ｔ）

オニ券３，０００円

現金 ３，０００円

オ
ニ
券
回
収

村
楽
エ
ナ
ジ
䩻(

株)

ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
交
換

現
金
咈
咃
咅
咅
咅
円

熱エネルギー費
現金(１３，０００円／ｔ）

地域内に留保されるお金年間１３，０００千円

経費削減額
年間３，０００千円
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地域資源（森林） 新エネルギー導入次の一手

CO2の排出削減率2030年25％、
2050年40％を目標として、地域

の活性化を進める。

バイオマスを活用し雇用と経済を
創出2020年視察・体験ツアー3，
500人環境教育プログラム500人
雇用の創出55人⇒100人
バイオマス事業雇用5人

エネルギー自給率
１００％
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地域熱供給システム

木質バイオマスを活用した地域熱供給システム事業

地域産未利用材を燃料とする薪ボイラーと熱導管から成る
「地域熱供給システム」を段階的に整備する。
公共施設・新規産業・住宅等への熱供給をおこなう。

村内熱供給事業者

熱利用料

熱供給
薪ボイラー

運営

西粟倉村

森林

未利用材 新庁舎

小中学校

集住住宅

新規創業施設

他エリア展開
（新築住宅等）

第一
段階

第二
段階

第三
段階

•580トン/年程度
の原木需要

木材代

間伐

•3,500トン/年程
度の搬出量

農業用ハウス

村営住宅一部

整備

•170~290万MJ/
年程度の熱需要
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すべてのエネルギー事業を統括するローカルベンチャーが
起業できないか？

水力発電

５００ｋｗ

JA撤退後
のスタンド

バイオマ
ス熱エネ
ルギー
１０００ｋｗ

エネルギー事業会社



ご静聴ありがとうございました
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